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人工知能（AI）が目覚ましい発展を遂げ
ており，多くのタスクにおいて人間を超え
る精度が報告されています．最近では，さ
まざまなメディア情報を対象とした生成AI
が注目を集めており，例えばChatGPTの
ような大規模言語モデル（LLM：Large 
Language Model）に基づくシステムは，
ユーザが入力したテキストに対して適切な
回答を出力してくれます．また，Stable 
Diffusionのような拡散モデルに基づくシ
ステムは，ユーザが指定したプロンプトに
応じて多様な画像を生成してくれます．こ
のように，多様なメディア情報に対する高
性能なAIが次々と登場していますが，こ
れらのAIの根幹を成すのが機械学習技術
です．機械学習とは，特定のタスクの実行
方法をデータから自動的にコンピュータ（機
械）に学習させる技術です．この特定のタ
スクには，入力データから出力データへの
変換や，データの背後にあるパターンや規
則の発見が含まれます．このようなデータ
処理に関連するタスクは多岐にわたり，私
はこれらのさまざまなタスクに対して有効
な機械学習手法の研究を行っています．

私が現在取り組んでいる生体情報処理技
術の研究開発では，機械学習技術を活用し
て医療や健康に関する諸問題の解決をめざ
しています．近年，生体情報が取得できる
ウェアラブルデバイスの普及や健康意識の
高まりにより，生体情報の活用がますます
重要になっています．さらに，AI技術を活
用した生体情報処理の研究も急速に進展し
ており，社会的および学術的な需要とイン

パクトが大きい研究領域です．生体情報処
理といっても，体には多種多様な器官が存
在し，取得可能な生体データは多岐にわた
りますが，体の中でも重要な器官である心
臓に私は着目しています．具体的には，心
疾患の発見によく用いられる心電図と，体
の内部や心臓の状態を表すパラメータ（心
臓パラメータ）との高速・高精度な相互変
換技術について研究開発を行ってきました．
この相互変換技術は，AIの学習に必要な大
規模データの自動作成，心臓パラメータに
基づく体内状態の詳細な把握，心電図と体
内状態の未知の関連性の発見など，さまざ
まな場面で応用可能です．また，現在はよ
り詳細な心臓のメカニズムの解明をめざし，
心臓細胞の遺伝子の解析にも取り組み始め
ています．

実は，生体情報処理に携わる以前は，機
械学習技術を活用した音楽情報処理につい
て研究していました．その中でも，もっと
も基本的で長年研究されている自動採譜

（音楽音響信号を楽譜に変換する技術）の
問題に取り組んでいました．楽譜はポピュ
ラー音楽を含む多くの音楽を記述するもっ
とも一般的な形式ですが，音楽に堪能な人
でも聴いた音楽を楽譜に書き起こす作業に
は時間がかかります．自動採譜が実現すれ
ば，演奏したい楽曲の楽譜が即座に入手で
きるだけではなく，音楽のアーカイブ保存・
配布・研究用データの収集など，さまざま
な場面で活用できます．また，人間の音認
知メカニズムを解明するという学術的側面
からも自動採譜は重要です．音楽は，複数

種類の音がさまざまな音高・音量・音色・
継続長で重なり合っている複雑な音響信号
です．計算機にとってはただの波形にすぎ
ませんが，人間はその中から個別の音を聞
き分けることができます．この聞き分ける
処理を計算機でどのように再現するかは大
変興味深い課題です．一見すると生体信号
処理とは全く別の分野のようにも思われま
すが，どちらも情報処理に関する機械学習
技術の研究であることには変わりありませ
ん．音楽情報処理を通じて身に付けた，さ
まざまな問題に対する普遍的な考え方や機
械学習技術は，生体情報という別の種類の
データに対しても応用しています．

生体情報処理は，画像・言語・音声・音
楽のようなメディアデータに比べて機械学
習技術の浸透がまだ進んでおらず，研究の
余地が多く残されている挑戦的な分野です．
また，その社会的な意義が非常に大きい点
も魅力の 1 つです．医学や生物学の世界は
広範かつ歴史のある分野であるため，医療
用語やデータの読み取り方などが分からず
に悪戦苦闘することも多いですが，将来的
には自身の開発した技術が社会や医療現場
で活用されることをめざして，今後も一歩
ずつ着実に生体情報処理技術の発展に貢献
していきたいです．究極的には，機械学習
技術を基盤に，あらゆる生体情報のシミュ
レータを構築し，心身の未来の状態を予測
することで，病気や健康不安と無縁の社会
の実現をめざしたいです．
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